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五
一

一　
『
選
賦
抄
評
註
解
刪
補
』
の
槪
要
と
所
藏
狀
況

朝
鮮
本
『
選
賦
抄
評
註
解
刪
補
』
は
、
序

「
選
賦
抄
評
序
」（
後
揭
）
の
冒

頭
に
、
編
者
の
甥
姪
が
「
選
賦
の
抄
錄
」
を
も
ち
來
た
っ
て
敎
え
を
請
い
、
そ
れ

が
編
纂
の
端
緖
と
な
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
明
末
の
吳
興
の
鳳
笙
閣
凌
森
美

は
、『

選
』
の
「
賦
」
類
を
抽
出
し
て
明
の
郭
正
域
な
ど
の
評
を
加
え
た
朱
墨

套
印
本
の
『
選
賦
』
六
卷
を
刊
行
し
た
。「
選
賦
抄
評
序
」
に
い
う
「
選
賦
」
が

凌
森
美
本
『
選
賦
』
の
抄
錄
で
あ
っ
た
か
を
確
認
す
る
す
べ
は
な
い
が（

1
）、
後
述

す
る
ご
と
く
、『
選
賦
抄
評
註
解
刪
補
』は
一
七
五
〇
年
に
刊
刻
さ
れ
て
い
る
の
で
、

明
末
凌
氏
本
『
選
賦
』
で
あ
っ
た
可
能
性
も
否
め
な
い
。
た
だ
し
『
選
賦
抄
評
註

解
刪
補
』
は
、『

選
』
の
「
賦
」
類
の
範
圍
に
止
め
ず
、卷
一
に
「
騷
」
類
の
「
離

騷
經
」、
卷
七
に
「
書
」
類
の
孔
稚
圭
「
北
山
移

」、「
辭
」
類
の
陶
淵
明
「
歸

去
來
辭
」、
卷
八
に
「
七
」
類
の
枚
乘
「
七
發
」・
曹
植
「
七
啓
」・
張
協
「
七
命
」、

さ
ら
に
卷
九
に
は
『

選
』
外
の
北
周
の
庾
信
「
哀
江
南
賦
」
と
唐
の
王
勃
「
夫

子
廟
」
に
及
ぼ
し
て
お
り
、か
え
っ
て
『

選
』
所
收
の
「
賦
」
類
の
王
延
壽
「
魯

靈
光
殿
賦
」
な
ど
の
十
三
篇
を
省
い
て
お
り
（
所
收
の
篇
目
は
小

末
尾
に
擧
げ

る
）、
獨
自
の
編
集
を
行
っ
て
い
る
。

『
選
賦
抄
評
註
解
刪
補
』
に
は
編
者
姓
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
藤
本
幸
夫
『
日

本
現
存
朝
鮮
本
硏
究
（
集
部
）』（
京
都
大
學
學
術
出
版
會
、
二
〇
〇
六
年
二
月
、

頁
六
三
・
六
四
）
は
、愛
知
縣
西
尾
市
岩
瀨

庫
所
藏
本
を
唯
一
著
錄
し
、「
硏
覈
」

の
項
目
に
「
中
國
に
そ
の
書
名
は
見
え
ず
朝
鮮
人
編
か
」
と
推
測
し
て
い
る
。
さ

ら
に
「
刊
記
」
の
項
目
に
「
序

第
二
張
裏
第
五
行
『
庚
午
八
月
安
東
府
開
刊
』」

と
記
し
、「
硏
覈
」
に
お
い
て
、「
刊
記
に
見
え
る
『
庚
午
』
と
は
版
式
か
ら
見
て
、

英
祖
二
十
六
年
（
一
七
五
〇
）
で
あ
ろ
う
」
と
見
做
し
、「
諸
書
目
を
檢
す
る
に

安
東
に
『
選
賦
』
の
册
板
あ
り
と
す
る
が
、
本
書
に
該
當
す
る
の
で
あ
ろ
う
」
と

述
べ
る
。
安
東
は
慶
尙
道
安
東
府
、
す
な
わ
ち
現
在
の
慶
尙
北
道
安
東
市
に
當
た

る
。藤
本
氏
の
硏
究
書
が
著
錄
す
る
岩
瀨

庫
所
藏
の
木
版
本
四
册
の
版
式
は「
四

周
雙
邊　

内
框
一
九
・
四
×
一
五
・
九
糎　

十
行
二
十
字　

註
雙
行
字
數
同
」、

版
心
は
「
上
下
內
向
二
葉
花
紋
黑
魚
尾　

魚
尾
間
『
選
賦
卷
之
幾　

幾
』」
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
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道
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五
二

立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
は
本
書
を
三
種
收
藏
す
る
。

い
ず
れ
も
木
版
本
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
種
は
、殘
本
一
册
（
存
序
目
・
卷
一
・

二
。
卷
二
末
に
缺
葉
あ
り
）
で
あ
り
、
岩
瀨

庫
と
同
版
の
十
行
本
で
あ
る
。
藤

本
氏
は
「
硏
覈
」
の
末
に
「
同
一
書
名
で
無
刊
記
九
卷
、
十
一
行
二
十
三
字
本
が

あ
る
が
、
未
見
」
と
さ
れ
る
。
當
硏
究
所
の
他
の
二
種
は
、
藤
本
氏
未
見
の
十
一

行
二
十
三
字
本
で
あ
り
、
一
種
は
五
册
本
、
ま
た
の
一
種
は
六
册
本
で
あ
る
。
六

册
本
の
末
册
は
『
楚
辭
集
注
』
本
の
「
九
歌
」、「
九
章
」、「
天
問
」
を
收
錄
し
て

一
卷
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
本

首
行
は
、
奇
妙
に
も
ま
た
「
選
賦
抄
評

註
解
刪
補
卷
之
一
」
と
題
し
て
い
る
（
尾
題
は
「
選
賦
卷
之
一
終
」）。
兩
種
の

十
一
行
本
の
首
册
に
は
、
序

と
刊
記
が
な
く
、
僅
か
に
「
選
賦
抄
評
註
解
刪
補

目
錄
」
一
葉
を
附
す
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
十
行
本
「
目
錄
」
末
に
あ
る
「
刪
去

十
三
篇
目
錄
」
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
兩
種
の
十
一
行
本
の
版
式
は
、
い
ず
れ
も

單
邊
（
二
〇
・
四
×
一
三
・
九
糎
）、
注
小
字
雙
行
で
あ
り
、
版
心
は
十
行
本
と

同
一
で
、
上
下
內
向
二
葉
花
紋
黑
魚
尾
、
上
魚
尾
の
下
に
「
選
賦
卷
之
幾
」、
下

方
に
葉
次
「
幾
」
と
あ
る
。
版
刻
の
樣
式
と
料
紙
か
ら
推
測
す
る
と
、
十
一
行

二
十
三
字
本
は
十
行
二
十
字
本
よ
り
後
に
、
行
數
・
字
數
を
增
し
板
木
を
節
約
し

た
重
刻
本
で
あ
り
、
そ
の
時
期
は
、
お
お
よ
そ
純
祖
、
憲
宗
期
（
約
十
九
世
紀
前

半
。
中
國
で
は
嘉
慶
、
道
光
年
間
）
に
相
當
し
よ
う
。
十
行
本
と
十
一
行
本
の
本

首
行
は
、
同
じ
く
「
選
賦
抄
評
註
解
刪
補
卷
之
一
」
と
題
し
、
第
二
行
は
「（
低

一
字
）

選
（
空
十
字
）
蕭
統
撰
集
」
と
す
る
。

黃
建
國
・
金
初
昇
主
編
『
中
國
所
藏
高
麗
古
籍
綜
錄
』（
漢
語
大
詞
典
出
版
、

一
九
九
八
年
二
月
、
頁
一
一
六
）
に
著
錄
す
る
「
選
賦
評
九
卷　
（
梁
）
蕭
統
選

集　

朝
鮮
刻
本
」
は
、
恐
ら
く
本
書
を
指
し
、
そ
の
所
藏
機
關
は
僅
か
に
延
邊
大

學
圖
書
館
の
一
所
を
擧
げ
る
に
過
ぎ
な
い
。
日
本
國
内
の
所
藏
も
稀
少
で
あ
り
、

上
記
の
岩
瀨

庫
の
ほ
か
、
管
見
で
は
宮
內
廳
書
陵
部
の
兩
本
を
知
る
の
み
で
あ

る
。『
圖
書
寮
典
籍
解
題　

漢
籍
篇
』（
宮
內
廳
書
陵
部
、
一
九
六
〇
年
三
月
、
頁

一
〇
八
上
段
）
の
總
集
類
〈
朝
鮮
版
〉
に
「
選
賦
抄
評
註
解
刪
補　

梁　

蕭
統
撰　

淸　

道
光　

五
册　

三
〇
三
・
一
一
」
と
著
錄
さ
れ
、
ま
た
の
一
本
は
「
全
國
漢

籍
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
」
に
「
選
賦
抄
評
註
解
刪
補　

卽
一
名
騷
賦
評
註　

梁 

蕭

統　

淸 

光
緖　

朝
鮮 

寫 

4
册　

宮
內
廳
書
陵
部
３
０
３
・
19
」
と
見
え
る
（
な

お
前
者
の
一
本
は
「
選
賦
抄
評
註
解
刪
補　

梁 

蕭
統　

淸 

道
光 

朝
鮮
版　

5
册　

宮
內
廳
書
陵
部
３
０
３
・
11
」
と
著
錄
）。

一
方
、
本
書
が
朝
鮮
に
お
け
る
比
較
的
晩
出
の
漢
籍
で
あ
る
の
で
、
さ
す
が
に

韓
國
の
所
藏
は
多
い
。『
韓
國
所
藏
中
國
漢
籍
總
目
』
五
《
集
部
》（
學
古
房
、

二
〇
〇
五
年
五
月
）
の
頁
一
七
七－

一
八
二
に
は
、
高
麗
大
學
校
の
晩
松

庫
を

始
め
と
し
て
木
版
本
五
五
點
、
寫
本
四
點
を
著
錄
す
る
。
ま
た
頁
一
七
六
所
載
、

高
麗
大
學
校
の
晩
松

庫
所
藏
の
八
點
（
木
版
本
六
點
、
寫
本
二
點
）
の
『
選
賦

朱
評
註
解
刪
補
』
は
、「
抄
」
を
「
朱
」
に
誤
記
し
た
も
の
で
あ
り（

2
）、
さ
ら
に
頁

一
七
七
に
「
選
賦
抄
」
と
し
て
著
錄
す
る
同

庫
所
藏
の
卷
一
・
二
の
殘
本
は
庚

午
安
東
府
の
刊
本
で
あ
り
、
こ
れ
も
『
選
賦
抄
評
註
解
刪
補
』
で
あ
る
の
で
、
こ

れ
ら
を
加
え
る
と
、
す
べ
て
木
版
本
六
二
點
、
寫
本
六
點
の
多
き
に
逹
す
る
。

二　
『
選
賦
抄
評
註
解
刪
補
』
の
特
色

十
行
本
に
載
せ
る
編
者
の
「
選
賦
抄
評
序
」
か
ら
本
書
の
特
色
を
窺
っ
て
み
た

い
。
ま
ず
そ
の
全

を
以
下
に
錄
し
て
お
こ
う
。

向
余
之
居
峽
庄
、
有
一
姪
袖
一
書
請
學
焉
。
卽
選
賦
抄
錄
者
、
開
卷
多
有
未
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解
之
義
。
求
得
書
館
印
本
而
觀
之
、
則
乃
五
臣
及
李
善
註
合
刊
者
也
。
其
爲

解
非
不
詳
、
而
第
以
其
兩
註
竝
取
、
故
語
多
重
複
。
且
欲
詳
出
處
、
人
與
書

竝
載
、
故
極
煩
冗
。
一
字
之
訓
、
成
至
十
餘
言
之
多
。
無
補
於
釋
義
、
而
有

眩
於
攷
實
、
心
竊
歉
然
。
又
得
皇
明
張
鳳
翼
註
本
而
校
之
、
則
刪
二
註
之
煩
、

而
撮
其
要
、
去
諸
人
之
名
、
而
存
其
言
。
字
省
而
辭
簡
、
解
約
而
旨
明
、
可

謂
善
矣
。
而
猶
不
免
有
詳
略
之
偏
。
不
計
妄
率
、
旁
搜
他
書
、
略
加
補
註
。

如
「
吳
都
賦
」「
去

自
閭
」
之
「
去
」
字
之
類
是
也
。
獨
恨
夫
書
籍
不
廣
、

考
證
未
該
、
闕
遺
者
尙
多
。
同
志
之
士
、
幸
亦
留
意
而
踵
成
、
則
豈
不
爲
後

學
之
助
乎
。
至
於
「
靈
光
」
以
下
十
三
篇
、
則

非
不
佳
。
而
人
各
 
尙
、

古
人
已
有
病
之
者
、
故
刪
之
。「
北
山
」
以
下
五
篇
、
則
散
錄
於

類
中
、

而
有
賦
體
、
故
取
之
。
庾
信
、
王
勃
之
作
、
雖
不
載
『
選
』
中
、
而
亦
鳴
世

之

、
故
掇
而
附
于
末
。
至
若
「
離
騷
」、
乃
辭
賦
之
宗
、
而
昭
明
纂
次
反

錄
於
諸
作
者
之
後
、
故
拔
以
冠
之
首
。
雖
或
有
僭
加
去
取
之
事
、
亦
不
敢
妄

意
穿
鑿
以
傅
會
也
。
然
而
余
之
抄
成
此
書
、
初
欲
爲
子
姪
備
遺
忘
、
而
至
於

刊
布
非
素
志
、
寧
無
具
眼
之
笑
刺
乎
。
幸
覽
者
之
恕
其
僭
猥
而
取
舍
之
。

向さ
き

に
余
の
峽
庄
に
居
る
や
、
一
姪
有
り
て
一
書
を
袖
に
し
て
學
ば
ん
こ
と
を

請
ふ
。
即
ち
選
賦
の
抄
錄
の
者
に
し
て
、
開
卷
多
く
未
だ
解
せ
ざ
る
の
義
有

り
。
書
館
印
本
を
求
め
得
て
之
を
觀
れ
ば
、
則
ち
乃
ち
五
臣
及
び
李
善
註
の

合
刊
の
者
な
り
。
其
の
解
を
爲
す
こ
と
詳
し
か
ら
ざ
る
に
非
ざ
れ
ど
も
、
第た

だ
其
の
兩
註
竝
び
取
る
を
以
て
の
故
に
語
重
複
多
し
。
且
つ
出
處
を
詳
し

く
せ
ん
と
欲
し
、
人
と
書
と
竝
び
載
せ
、
故
に
煩
冗
を
極
む
。
一
字
の
訓
、

成
し
て
十
餘
言
の
多
き
に
至
る
。
釋
義
に
補
ふ
こ
と
無
く
し
て
、
攷
實
に
眩

す
る
こ
と
有
り
、
心
竊
か
に
歉
然
た
り
。
又
た
皇
明
の
張
鳳
翼
註
本
を
得
て

之
を
校
す
れ
ば
、
則
ち
二
註
の
煩
を
刪け
づ

り
て
、
其
の
要
を
撮と

り
、
諸
人
の
名

を
去
り
て
、
其
の
言
を
存
す
。
字
は
省
き
て
辭
は
簡
、
解
は
約
に
し
て
旨
は

明
ら
か
、善
と
謂
ふ
べ
し
。
而
れ
ど
も
猶
ほ
詳
略
の
偏
有
る
こ
と
を
免
れ
ず
。

妄
率
を
計
ら
ず
、
他
書
を
旁
搜
し
、
略ほ

ぼ
補
註
を
加
ふ
。「
吳
都
賦
」
の
「
去

自
閭
」
の
「
去
」
字
の
如
き
の
類
是
れ
な
り
。
獨
り
恨
む
夫そ

の
書
籍
廣

か
ら
ず
し
て
、
考
證
未
だ
該あ
ま
ねか
ら
ず
、
闕
遺
す
る
者
尙
ほ
多
き
を
。
同
志
の

士
、
幸ね
が

は
く
は
亦
た
意
を
留
め
て
踵つ

ぎ
成
さ
ん
こ
と
を
、
則
ち
豈
に
後
學
の

助
け
と
爲
ら
ざ
ら
ん
や
。「
靈
光
」
以
下
十
三
篇
に
至
り
て
は
、
則
ち

は

佳
な
ら
ざ
る
に
非
ず
。
而
れ
ど
も
人
各
お
の
尙た

ふ
とぶ
を
 
に
し
、
古
人
の
已
に

之
を
病
と
す
る
者
有
り
、
故
に
之
を
刪
る
。「
北
山
」
以
下
の
五
篇
、
則
ち

類
中
に
散
錄
せ
ら
る
る
も
、
賦
體
有
り
、
故
に
之
を
取
る
。
庾
信
、
王
勃

の
作
は
、『
選
』
中
に
載
せ
ざ
れ
ど
も
、
亦
た
世
に
鳴
る
の

に
し
て
、
故

に
掇と

り
て
末
に
附
す
。「
離
騷
」
の
若ご
と

き
に
至
り
て
は
、
乃
ち
辭
賦
の
宗
な

る
に
、
昭
明
の
纂
次
は
反か

へ
つて
諸
作
者
の
後
に
錄
す
、
故
に
拔
き
て
以
て
之
を

首
に
冠
す
。
或
い
は
僭
（
分
を
わ
き
ま
え
ず
）
し
て
去
取
を
加
ふ
る
の
事
有

り
と
雖
も
、
亦
た
敢
て
妄
意
穿
鑿
し
て
以
て
傅
會
せ
ざ
る
な
り
。
然
り
而
し

て
余
の
此
の
書
を
抄
成
す
る
は
、
初
め
子
姪
の
爲
に
遺
忘
に
備
へ
ん
と
欲
す

る
に
し
て
、
刊
布
に
至
り
て
は
素
志
に
非
ら
ざ
れ
ど
も
、
寧い

づ

く
ん
ぞ
具
眼
の

笑
ひ
刺そ

し

る
こ
と
無
か
ら
ん
や
。
幸
は
く
は
覽
る
者
の
其
の
僭
猥
し
て
之
を
取

舍
す
る
を
恕
せ
ん
こ
と
を
。

こ
の
序

は
、
內
容
上
「
至
於
靈
光
」
よ
り
前
を
前
段
、
そ
の
後
を
後
段
と
分

か
つ
こ
と
が
で
き
る
。
前
段
の
內
容
は
、
本
書
の
注
解
の
宗
旨
で
あ
る
。
編
者
が

五
臣
・
李
善
の
六
家
注
の
「
煩
冗
」
さ
を
厭
っ
て
、
六
家
注
本
を
刪
節
し
、
そ
の
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硏
究
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所
藏
の
朝
鮮
本
『
選
賦
抄
評
註
解
刪
補
』
に
つ
い
て

五
四

要
を
取
っ
た
「
皇
明
の
張
鳳
翼
註
本
」（『

選
纂
註
』
十
二
卷
）
を
用
い
、
ま
た

他
書
を
參
考
し
て
少
し
く
補
注
を
加
え
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
本
書
書
名
「
註

解
刪
補
」
の
い
わ
れ
を
說
い
て
い
る
。
な
お
編
者
が
用
い
た
「
五
臣
及
李
善
註
合

刊
者
」
の
「
書
館
印
本
」
と
は
校
書
館
活
字
印
本
五
臣
・
李
善
合
注
の
六
家
注
『

選
』
で
あ
る
。

後
段
の
內
容
に
つ
い
て
論
ず
る
前
に
、本
書
（
以
下
『
刪
補
』
と
略
稱
）
の
「
註

解
」
に
つ
い
て
、「
西
都
賦
」
の
冒
頭
を
擧
げ
、
明
の
張
鳳
翼
『

選
纂
註
』（
以

下
『
纂
註
』
と
略
稱
。
底
本
は
華
寶
齋
書
社
、
二
〇
〇
二
年
六
月
、
影
印
明
後
修

本
『

選
纂
註
評
林
』）
と
對
比
し
、そ
の
一
斑
を
窺
っ
て
お
き
た
い
（
な
お
『

選
纂
註
』
に
見
え
な
い
注

を
傍
線
で
示
し
、
ま
た
括
弧
に
兩
書
が
摘
錄
し
た
六

家
注
を
加
え
た
）。

有
西
都
賓
問
於
漢
東
都
主
人
曰①
、「
盖
聞
皇
漢
之
初
經
營
也
、
常
有
意
乎
都

河
洛
矣
。
輟
而
弗
康
、
寔
用
西

、
作
我
上
都
。
主
人
聞
其
故
而
覩
其
制
乎②
。

主
人
曰
、
未
也
。
願
賓
攄
懷
舊
之
蓄
念
、
發
思
古
之
幽
情
。
博
我
以
皇
道
、

弘
我
以
漢
京③
。
賓
曰
、
唯
唯
。
漢
之
西
都
在
於
雍
州
、
寔
曰
長
安④
。
左
據
函

谷
二
崤
之
阻
、
表
以
太
華
終
南
之
山⑤
。
右
界
襃
斜
隴
首
之
險
、
帶
以
洪
河
涇

渭
之
川
。
衆
流
之
隈
、

涌
其
西⑥
。

①
『
刪
補
』
假
爲
賓
主
問
答
。
時
漢
都
洛
陽
、
故
東
稱
主
、
西
稱
賓
。

　

『
纂
註
』
假
爲
賓
主
以
相
問
答
。
時
漢
都
洛
陽
、故
東
稱
主
、西
稱
賓
（
呂

延
濟
注
）。

②
『
刪
補
』
河
洛
、
東
都
。
輟
、
止
。
康
、
安
。
上
都
、
西
京
也
。

　

『
纂
註
』
東
都
有
河
南
、洛
陽
、故
曰
河
洛
（
李
善
注
）。
輟
、止
也
。
康
、

安
也
。
經
營
猶
搆
立
也
。
言
天
子
止
於
河
洛
、
以
爲
不
安
。
是
以
西

上
都
。
上
都
、
西
京
也
（
張
銑
注
）。

③
『
刪
補
』
攄
、
舒
。
蓄
、
積
。
幽
、
深
也
。
言
舒
發
思
舊
深
情
、
以
皇
道

西
京
之
事
。
弘
、
博
我
也
（
李
善
注
、「『
論
語
』
顏
淵
曰
、「
夫
子
博

我
以
文
」）。

　

『
纂
註
』
攄
、
舒
也
。
蓄
、
積
也
（
李
善
、
李
周
翰
注
）。
皇
道
、
大
道

也
（
前
文
「
皇
漢
」、
張
銑
注
「
皇
、
大
也
）。
漢
京
、
長
安
也
（
李
周

翰
注
）。

④
『
刪
補
』
唯
、
應
辭
。
長
安
、
言
可
長
久
安
寧
也
。

　

『
纂
註
』
唯
、應
敬
之
辭
（
劉
良
注
）。
漢
稱
長
安
、言
可
長
久
安
寧
也
（
呂

延
濟
注
「
漢
稱
長
安
、
言
可
長
安
子
孫
」）。

⑤
『
刪
補
』
其
谷
如
函
、
故
曰
函
谷
。
二
崤
、
太
華
、
終
南
、
竝
山
名
。
表
、

標
也
。

　

『
纂
註
』
其
谷
似
函
、
故
曰
函
谷
。
二
崤
、
兩
山
名
。
在
秦
東
、
故
曰
左
。

表
、
儀
表
也
。
太
華
山
在
秦
東
、
終
南
山
在
前
、
遠
望
以
爲
標
也
（
呂

延
濟
注
）。

⑥
『
刪
補
』
范
曄
漢
書
班
固
傳
無
衆
流
以
下
八
字
。
襃
斜
、
谷
名
。
隴
首
、

山
名
。

　

『
纂
註
』
襃
斜
、谷
名
。
隴
首
、山
名
（
呂
向
注
）。
洪
河
、大
河
也
。
涇
、

渭
、
二
水
名
（
劉
良
注
）。

ま
た
序
文
に
「
補
註
」
の
例
と
し
て
擧
げ
る
「
吳
都
賦
『
去

自
閭
』
之
『
去
』

字
之
類
」
と
は
、「
吳
都
賦
」
の
「
藏
鍦
於
人
、
去

自
閭
。
家
有
鶴
膝
、
戸
有

犀
渠
（
鍦ほ

こ

を
人
に
藏
し
て
、

た
て

を
閭
よ
り
去
す
。
家
ご
と
に
鶴
膝
有
り
、
戶
ご
と

に
犀
渠
有
り
）
云
云
。」
の
段
落
の
一
つ
の
注
釋
で
あ
る
。「
去

自
閭
」
に
お
い
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第
十
四
號

五
五

て
、『
纂
註
』
は
呂
向
注
「

、
楯
之
器
、
亦
自
閭
里
取
之
也
」
を
摘
取
し
て
句

意
を
詮
釋
し
、「
去
疑
作
取
」
と
注
す
る
が
、
こ
の
注
は
全
く
考
據
性
の
な
い
も

の
で
、妄
解
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
刪
補
』
は
『
纂
註
』
に
從
わ
ず
、

「
去
亦
藏
義
、見
『
漢
書
』
蘇
武
傳
「
掘
野
鼠
去
草

（
而
食
之
）」（
筆
者
注
「

」

は
實
の
別
字
）
と
い
う
獨
自
の
注
釋
を
加
え
る
。「
去
」
字
が
「
藏

」
の
「

」

と
通
用
し
、「
藏
鍦
於
人
、去

自
閭
」
の
「
藏
」
と
「
去
」
が
對

同
義
で
あ
り
、

さ
ら
に
『
漢
書
』
に
徵
證
し
て
お
り
、
訓
詁
に
お
い
て
洵
に
翔
實
で
あ
る
。
ま
た

こ
の
段
の
各
句
は
兵
器
の
藏
儲
を
表
現
し
て
お
り
、

意
に
お
い
て
も
的
確
な
注

解
に
な
っ
て
い
る
。「
去
」
字
を
「
藏
」
の
義
と
す
る
『
刪
補
』
の
說
は
、
從
う

べ
き
訓
注
と
高
く
評
價
で
き
る（

3
）。
上
引
『
西
都
賦
』
注
の
⑥
は
、『

選
』
と
『
後

漢
書
』
班
固
傳
と
の
異
同
の
注
記
で
あ
り
、『
刪
補
』
に
は
校
勘
の
「
補
註
」
も

施
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
「
選
賦
抄
評
序
」
の
後
段
は
、
所
收
の
篇
章
の
刪
補
改
編
に
つ
い
て
の
說

明
に
な
っ
て
い
る
。
編
者
は
王
延
壽
「
魯
靈
光
殿
賦
」
な
ど
『

選
』
原
編
に
あ

る
賦
十
三
篇
を
刪
去
し
、「
北
山
移

」
等
の

五
篇
を
「
賦
體
」
と
見
做
し
て

錄
入
し
て
い
る
。
ま
た
「
離
騷
經
」
を
「
辭
賦
之
宗
」
と
し
て
首
篇
に
配
す
る
改

編
を
行
い
（
注
釋
は
『

選
纂
注
』
を
用
い
ず
、
朱
熹
『
楚
辭
集
注
』
を
採
っ
て

刪
節
を
加
え
る
）、北
周
（『
刪
補
』
の
題
下
は
梁
と
す
る
）
の
庾
信
「
哀
江
南
賦
」

と
唐
の
王
勃
「
益
州
夫
子
廟
碑
」
の
二
篇
を
「
名
世
之

」
と
評
し
て
末
尾
に
附

載
し
た
。
書
名
の
「
刪
補
」
の
二
字
は
、『

選
』
の
賦
十
三
篇
を
刪
去
し
、
他

の
作
品
を
補
入
し
た
編
集
の
意
味
も
表
し
て
い
る
。
本
書
は
、
單
な
る
『

選
』

の
「
賦
」
類
の
み
を
選
錄
し
た
「
選
賦
」
で
は
な
く
、
李
朝
の
朝
鮮
學
人
に
よ
っ

て
こ
う
し
た
獨
自
の
編
集
が
な
さ
れ
、ま
た
こ
れ
に
獨
自
の
注
解
も
加
え
ら
れ
た
、

い
わ
ば
『

選
』
か
ら
派
生
し
た
附
注
の
辭
賦
選
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

三　

張
鳳
翼
『

選
纂
注
』
と
『
選
賦
抄
評
註
解
刪
補
』

編
纂
時
期

『
刪
補
』
の
編
者
が
注
解
の
參
考
に
用
い
た
張
鳳
翼
『

選
纂
注
』
十
二
卷
は

明
末
・
淸
初
に
盛
行
し
、
版
本
の
種
類
は
頗
る
多
い
。
そ
の
う
ち
萬
曆
八
年

（
一
五
八
〇
）
の
刻
本
が
最
も
早
い
。
萬
曆
十
年
（
一
五
八
二
）
に
建
陽
の
克
勤

齋
余
碧
泉
は
、
劉
辰
翁
等
十
三
家
の
眉
批
を
加
え
て
『

選
纂
注
』
を
重
刻
し
、

さ
ら
に
萬
曆
二
十
四
年
（
一
五
九
六
）
に
余
氏
は
ま
た
『

選
纂
注
評
苑
』

二
十
六
卷
を
刊
刻
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
晉
陵
の
惲
紹
龍
は
余
本
を
刪
訂
し
（
評

者
姓
氏
を
刪
去
し
、
字
句
を
修
訂
す
る
）、『

選
纂
注
評
林
』
十
二
卷
を
軟
體
の

字
樣
で
出
版
し
た
。
明
末
の
天
啓
六
年
（
一
六
二
六
）
に
至
り
、
盧
之
頤
は
『

選
纂
注
』
系
統
の
評
本
が
採
用
し
た
の
と
同
じ
底
本
に
據
り
、
十
二
家
（
余
本

十
三
家
の
劉
辰
翁
・
王
世
貞
を
留
め
、他
の
十
家
を
新
輯
）
の
評
を
收
載
し
て
『
昭

明

選
』
二
十
四
卷
本
を
刊
刻
し
て
い
る
（
評
本
『

選
纂
注
』
の
各
種
の
版
本

に
つ
い
て
は
、
趙
俊
玲
『《

選
》
評
點
硏
究
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
三

年
一
月
を
參
考
し
た
）。
朝
鮮
本
『
選
賦
抄
評
註
解
刪
補
』
は
、「
選
賦
抄
評
序
」

に
張
鳳
翼
本
を
用
い
た
と
い
う
が
、
そ
れ
は
評
本
の
『

選
纂
注
』
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
何
本
に
依
據
し
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

な
お
先
に
引
用
し
た
「
選
賦
抄
評
序
」
に
張
鳳
翼
を
「
皇
明
」
の
人
と
稱
し
て

い
る
の
に
著
目
す
る
と
、
本
書
の
編
者
は
、
李
朝
朝
鮮
が
明
の
册
封
を
受
け
て
い

た
時
期
、
も
し
く
は
明
か
ら
代
わ
っ
て
淸
の
册
封
を
受
け
て
も
な
お
明
を
正
統
視

し
て
い
た
時
期
、
お
お
よ
そ
明
末
・
淸
初
（
十
七
世
紀
前
後
）
の
人
と
見
做
し
う
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硏
究
所
所
藏
の
朝
鮮
本
『
選
賦
抄
評
註
解
刪
補
』
に
つ
い
て

五
六

る
。
た
だ
し
「
選
賦
抄
評
序
」
末
の
「
余
の
此
の
書
を
抄
成
す
る
は
、
初
め
子
姪

の
爲
に
遺
忘
に
備
へ
ん
と
欲
す
る
に
し
て
、
刊
布
に
至
り
て
は
素
志
に
非
ら
ざ
れ

ど
も
、
寧
く
ん
ぞ
具
眼
の
笑
ひ
刺
る
こ
と
無
か
ら
ん
や
。
幸
は
く
は
覽
る
者
の
其

の
僭
猥
し
て
之
を
取
舍
す
る
を
恕
せ
ん
こ
と
を
」
と
い
う

は
、
上
梓
に
臨
ん
で

の
謙
辭
と
思
わ
れ
、
さ
す
れ
ば
刊
記
「
庚
午
八
月
安
東
府
開
刊
」
に
示
さ
れ
た
英

祖
二
十
六
年
（
一
七
五
〇
）
に
近
い
こ
ろ
に
本
書
が
成
立
し
、
編
者
も
十
八
世
紀

の
人
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

『
刪
補
』
の
「
選
學
」
上
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
細
な
硏
究
は
將
來
に
期

す
こ
と
に
し
て
、
今
は
上
述
の
通
り
槪
略
を
述
べ
る
に
止
め
る
。
最
後
に
「
選
賦

抄
評
註
解
刪
補
目
錄
」
を
引
錄
し
、
ま
た
當
硏
究
所
所
藏
の
三
本
の
書
誌
事
項
を

記
し
て
參
考
に
備
え
た
い
。

選
賦
抄
評
註
解
刪
補
目
錄
（
十
行
本
に
據
る
）

卷
之
一

離
騷
經　
　
　
　
　
　
　
　
　

屈
原

西
都　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

班
固

東
都

南
都　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

張
衡

卷
之
二

西
京　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

張
衡

東
京

卷
之
三

蜀
都　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
思

吳
都

魏
都

卷
之
四

甘
泉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楊
雄

籍
田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

潘
岳

子
虛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

司
馬
相
如

上
林

羽
獵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楊
雄

長
楊

射
雉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

潘
岳

卷
之
五

北
征　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

班
彪

東
征　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

班
姬

西
征　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

潘
岳

登
樓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

王
粲

天
台
山　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫
綽

蕪
城　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鮑
昭

秋
興　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

潘
岳

雪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

謝
惠
連

月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

謝
莊

鵩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賈
誼

鸚
鵡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禰
衡
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五
七

鷦
鷯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

張
華

赭
白
馬　
　
　
　
　
　
　
　
　

顏
延
之

舞
鶴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鮑
昭

卷
之
六

幽
通　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

班
固

思
玄　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

張
衡

長
門　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

司
馬
相
如

歎
逝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陸
機

寡
婦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

潘
岳

恨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
淹

別　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陸
機

卷
之
七

琴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

康

笙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

潘
岳

嘯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
公
綏

神
女　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宋
玉

好
色　

洛
神　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曹
植　

北
山
移
　
　
　
　
　
　
　
　

孔
稚
圭　

歸
去
來
辭　
　
　
　
　
　
　
　

陶
淵
明

卷
之
八

七
發　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枚
乘　

七
啓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曹
植　

七
命　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

張
協　

卷
之
九

哀
江
南　
　
　
　
　
　
　
　
　

庾
信

夫
子
廟　
　
　
　
　
　
　
　
　

王
勃

刪
去
十
三
篇
目
錄

魯
靈
光
殿　
　
　
　
　
　
　
　

王
延
壽

景
福
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
晏

海　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
華

江　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郭
璞

風
右
五
篇
舊
在
蕪
城
下
秋
興
上 

宋
玉

閑
居　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

潘
岳

歸
田
右
二
篇
舊
在
思
玄
下
長
門
上 

張
衡

思
舊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
秀

懷
舊
右
二
篇
舊
在
長
門
下
歎
逝
上 

潘
岳

洞
簫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

王
襃

舞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

傅
毅

長
笛
右
三
篇
舊
在

下
琴
上 

馬
融

高
唐
右
一
篇
舊
在
嘯
下
神
女
上 

宋
玉



立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
所
藏
の
朝
鮮
本
『
選
賦
抄
評
註
解
刪
補
』
に
つ
い
て

五
八

【
書
誌
事
項
】

十
行
本

書
名
卷
册　

選
賦
抄
評
註
解
刪
補
九
卷
（
存
卷
一
・
二
、
卷
二
末
有
缺
）　

一
册

編
撰
者　
　

未
詳

出
版
事
項　

  

庚
午
〔
朝
鮮
英
宗
二
十
六
年
（
一
七
五
〇
）〕
刊
（
慶
尙
道
安
東
府
）　

整
版

表
紙
裝
訂　

楮
紙
反
故
表
紙
（
三
〇
・
〇
×
二
〇
・
三
糎
）
改
裝　

五
針
眼
裝

版
式　
　
　

  

四
周
雙
邊
（
一
九
・
六
×
一
五
・
七
糎
）　

有
界
十
行
二
十
字　

注

小
字
雙
行　

版
心
白
口　

上
下
內
向
二
葉
花
紋
黑
魚
尾　

上
魚
尾
下

「
選
賦
卷
之
幾　
　

幾
（
丁
付
）」

藏
書
印　
　

無

表
紙
の
後
に
反
故
の
共
紙
の
護
葉
一
葉
を
附
し
、
大
字
「
離
騷　

子
」
な
ど
の

墨
書
が
兩
面
に
あ
る
。
次
に
序
二
葉
（
有
界
八
行
十
六
字
）、
首
行
「（
低
二
格
）

選
賦
抄
評
序
」、

末
の
後
に
空
二
行
に
て
刊
記
「（
低
五
格
）
庚
午
八
月
安
東
府

開
刊
」。
次
に
「
選
賦
抄
評
註
解
刪
補
目
錄
」
四
葉
（
有
界
十
行
）、
卷
次
（「
卷

之
幾
」）
一
行
、一
行
一
篇
題
、題
下
に
撰
者
本
姓
名
（
字
を
用
い
な
い
）
を
記
す
。

卷
九
の
後
に
「
刪
去
十
三
篇
目
錄
」
が
あ
る
。「
目
錄
」
に
續
き
本

と
な
る
。

首
行
「
選
賦
抄
評
註
解
刪
補
卷
之
一
」、
次
行
「（
低
一
格
）

選
（
空
八
格
）
蕭　

統　

撰
（
卷
二
作
選
）　

集
」、
第
三
行
「（
低
二
格
）
離
騷
經
」、
次
行
以
下
朱
熹

『
楚
辭
集
注
』
に
よ
る
本

と
な
る
（
序
は
低
三
格
、
本
文
は
平
擡
）。
卷
二
の
首

二
行
は
同
じ
、
第
三
行
「（
低
二
格
）
西
京
（
空
十
一
格
）
漢　

張　

衡
」、
以
下

低
三
格
の
序
に
續
き
、
平
擡
で
本

。
卷
二
第
三
十
三
葉
ま
で
を
存
し
、
以
下
を

缺
く
。
墨
筆
に
よ
る
批
點
、
書
込
あ
り
。

十
一
行
本

書
名
卷
册　

選
賦
抄
評
註
解
刪
補
九
卷
附
一
卷　

六
册

編
撰
者　
　

未
詳

出
版
事
項　
〔
朝
鮮
純
祖
、
憲
宗
期
〕
刊
（
後
印
）　

整
版

表
紙
装
訂　

  

支
子
色
地
卍
字
繫
紋
空
押
表
紙
（
二
九
・
一
×
一
八
・
五
糎
）
原
裝　

五
針
眼
裝　

墨
筆
打
付
外
題
「
選
賦　

幾
」、
右
下
方
に
「
共
六
」。

版
式　
　
　

  

四
周
單
邊
（
二
〇
・
四
×
一
三
・
九
糎
）　

有
界
十
一
行
二
十
三
字　

注
小
字
雙
行　

版
心
白
口　

上
下
內
向
二
葉
花
紋
黑
魚
尾
（
花
紋
の

な
い
黑
魚
尾
も
混
じ
る
）　

上
魚
尾
下
「
選
賦
卷
之
幾　
　

幾
（
丁

付
）」

藏
書
印　
　
「
金
在
／
鉉
章
」
朱

方
印

首
に
「
選
賦
抄
評
註
解
刪
補
目
錄
」
一
葉
（
本
文
と
同
行
格
）、
卷
次
（「
卷
之

幾
」）
は
卷
七
ま
で
各
一
行
、
次
行
以
下
に
篇
題
を
連
記
し
、
題
下
に
小
字
で
撰

者
姓
名
を
記
入
す
る
（
前
篇
と
同
一
撰
者
で
は
空
格
と
す
る
）。
卷
八
と
卷
九
は

卷
次
に
下
、
二
格
を
空
け
て
篇
題
・
撰
者
名
を
記
し
、
裏
葉
末
行
に
至
っ
て
終
わ
っ

て
お
り
、「
刪
去
十
三
篇
目
錄
」
を
附
さ
な
い
。「
選
賦
抄
評
序
」
が
な
く
、
續
い

て
本

。
首
行
「
選
賦
抄
評
註
解
刪
補
卷
之
一
」、
次
行
「（
低
一
格
）

選
（
空

一
〇
格
）
蕭
統
撰
集
」、
第
三
行
「（
低
二
格
）
離
騷
經
」、
次
行
以
下
の
本

の

行
格
は
十
行
本
に
同
じ
。
卷
二
の
第
二
行
は
「（
低
一
格
）

選
（
空
一
三
格
）

蕭　

統　

選　

集
」、
第
三
行
「（
低
二
格
）
西
京
（
空
一
四
格
）
漢　

張　

衡
」。

以
下
低
三
格
の
序
に
續
き
、
平
擡
で
本

。
第
六
册
（
凡
三
九
葉
）
は
、
序
目
な

く
本

の
み
で
構
成
さ
れ
、『
楚
辭
集
注
』
の
「
九
歌
」「
九
章
」「
天
問
」
を
收

錄
す
る
。
首
行
は
本
編
と
同
じ
く
「
選
賦
抄
評
註
解
刪
補
卷
之
一
」
と
題
し
、
尾
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五
九

題
を
「
選
賦
卷
之
一
終
」
と
す
る
。
印
面
漫
滅
の
箇
所
が
ま
ま
あ
り
、
後
印
と
判

斷
さ
れ
る
。

又

書
名
卷
册　

選
賦
抄
評
註
解
刪
補
九
卷　

五
册

編
撰
者　
　

未
詳

出
版
事
項　
〔
朝
鮮
純
祖
、
憲
宗
期
〕
刊
（
後
印
）　

整
版

表
紙
裝
訂　

  

支
子
色
地
卍
字
繫
紋
空
押
表
紙
（
二
六
・
〇
×
一
七
・
六
糎
）
原
裝　

五
針
眼
裝　

墨
筆
打
付
外
題
「

選　
　

幾
」、右
下
方
に
「
共
五
」。

裏
表
紙
に
も
「

選　

幾
」
と
墨
書
す
る
。

藏
書
印　
　

無

前
揭
六
册
本
と
同
版
で
は
あ
る
が
、
さ
ら
に
漫
滅
が
進
ん
で
お
り
、
よ
り
遲
い

刷
出
し
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
六
册
本
の
卷
三
第
二
六
葉
裏
の
終
わ
り
二
行
冒
頭

「
充
」「
世
」、
ま
た
卷
五
第
三
七
葉
裏
上
下
欄
に
接
す
る
部
分
の

字
が
本
版
で

は
殆
ど
字
を
な
さ
な
い
。「
九
歌
」
等
の
附
卷
一
册
を
缺
く
。
表
紙
の
「
共
五
」

の
墨
筆
は
、
塗
改
の
跡
が
見
ら
れ
、
恐
ら
く
「
共
六
」
と
あ
っ
た
の
を
、
缺
册
に

合
わ
せ
て
「
共
五
」
と
改
め
た
と
思
わ
れ
る
。
各
册
表
紙
裏
の
護
葉
に
所
收
篇
題

を
記
す
。
さ
ら
に
首
册
表
紙
裏
の
護
葉
に
に
は
「
壬
申
八
月
左
道
監
試
」
の
墨
書
、

そ
の
裏
表
紙
に
「
壬
申
式
」、
第
五
册
裏
表
紙
護
葉
に
「
壬
申
式
所
買
來
／
昌
平
」

と
あ
り
、
舊
藏
者
が
科
擧
應
試
に
際
し
て
購
入
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
第
四

册
裏
表
紙
護
葉
に
「
甲
戌
年
讀
于
□
□
（
二
字

去
）
書
室
」
の
墨
書
も
あ
る
。

高
麗
大
學
校
漢
字
漢
文
硏
究
所
の
魯
耀
翰
硏
究
敎
授
の
御
敎
示
に
據
れ
ば
、「
壬

申
」
の
識
語
の
「
昌
平
」
は
全
羅
南
道
東
部
の
地
名
で
、「
左
道
」
も
「
全
羅
左
道
」、

す
な
わ
ち
全
羅
道
の
東
部
を
指
す
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
監
試
」
は
、
科
擧

の
小
科
の
こ
と
で
、
小
科
に
は
經
書
の
內
容
を
試
驗
す
る
生
員
試
（
明
經
科
）
と

作

能
力
を
試
驗
す
る
進
士
試
が
あ
り
、試
驗
の
時
期
は
定
期
試
驗
の
「
式
年
試
」

を
例
と
す
る
と
、
小
科
の
初
試
は
上
式
年
の
八
月
、
覆
試
は
式
年
の
二
月
に
行
う

こ
と
が
恆
例
で
あ
り
、
試
驗
の
科
目
は
、
生
員
試
の
場
合
は
四
書
疑
と
五
經
義
、

進
士
試
の
場
合
は
賦
一
篇
、
古
詩
・
銘
・
箴
の
中
で
一
篇
と
さ
れ
た
が
、
銘
と
箴

の
出
題
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
「
壬
申
式
所
買
來
／
昌
平
」、「
壬
申
八

月
左
道
監
試
」
の
識
語
は
、
全
羅
道
の
昌
平
で
あ
っ
た
監
試
の
進
士
試
に
應
じ
た

人
物
が
こ
の
本
を
購
入
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
本
版
の
版
式
や
表
紙
か
ら

見
て
「
壬
申
」
は
、
一
八
一
二
年
（
純
祖
十
二
年
）
と
推
測
で
き
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

注（1
）『
韓
國
所
藏
中
國
漢
籍
總
目
』
五
《
集
部
》（
學
古
房
、
二
〇
〇
五
年
五
月
）
頁

一
七
五
―
・
一
七
六
に
、
高
麗
大
學
校
・
國
會
屛
山
書
院
・
雅
丹

庫
・
精
神
文
化
硏

究
院
所
藏
の
朝
鮮
木
版
の
『
選
賦
』
を
著
錄
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
朝
鮮
の
李
奎
報

な
ど
の
作
品
も
收
錄
し
た
も
の
で
あ
り
、書
名
を
同
じ
く
す
る
が
朝
鮮
の
編
書
で
あ
る
。

高
麗
大
學
校
漢
字
漢
文
硏
究
所
の
魯
耀
翰
硏
究
敎
授
か
ら
提
供
さ
れ
た
高
麗
大
學
校
本

の
畫
像
を
も
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
魯
氏
よ
り
韓
國
國
立
中
央
圖
書
館

所
藏
の
『
選
賦
抄
』（BA-3716-84

）
の
畫
像
も
得
た
。
こ
の
本
は
乙
亥
小
字
の
金
屬

活
字
本
、
全
一
册
、
本
文
す
べ
て
七
五
葉
。
班
昭
「
東
征
賦
」
の
後
半
「
兮
念
日
夕
而

將
昏
」
よ
り
劉
孝
標
「
廣
絶
交
論
」
に
至
る
四
二
編
を
收
錄
す
る
。
缺
損
の
た
め
本

首
の
書
名
が
明
ら
か
で
な
く
、
尾
題
も
缺
く
の
で
、
正
式
な
書
名
を
知
り
得
な
い
。『
選

賦
抄
』
の
名
は
表
紙
の
墨
書
外
題
に
よ
り
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
途
中
、『

選
』

原
編
の
王
延
壽
「
魯
靈
光
殿
賦
」
等
を
刪
去
し
、『
楚
辭
』
の
「
九
歌
」
五
篇
や
「
廣

絶
交
論
」
等
を
加
え
て
お
り
、こ
の
本
も
明
の
凌
森
美
本
『
選
賦
』
の
重
刻
で
は
な
い
。

（
2
）『
選
賦
朱
評
註
解
刪
補
』
の
書
名
の
誤
記
に
つ
い
て
は
、
高
麗
大
學
校
の
魯
耀
翰
硏

究
敎
授
に
確
認
を
お
願
い
し
た
。

（
3
）
淸
初
の
潘
耒
が
「
去
亦
藏
也
」
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
、潘
耒
が
汲
古
閣
本
『

選
』

に
校
語
を
加
え
た
本
を
用
い
た
孫
志
祖
『

選
李
注
補
正
』（
嘉
慶
三
年
、一
七
九
八
序
。
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館
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學
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
所
藏
の
朝
鮮
本
『
選
賦
抄
評
註
解
刪
補
』
に
つ
い
て

六
〇

嘉
慶
四
年
序
刊
『
讀
畫
齋
叢
書
』
所
收
）
卷
一
に
引
用
さ
れ
、
衆
人
の
知
る
と
こ
ろ
と

な
っ
た
訓
義
の
み
を
示
す
注
解
で
あ
る
。『
刪
補
』
の
ご
と
く
訓
詁
の
根
據
と
な
る
例

を
擧
げ
た
注
解
は
、
晩
淸
・
民
國
の
李
詳
『
選
學
拾
瀋
』（
光
緖
二
十
年
、
一
八
九
四
、

李
氏
家
刻
本
。
の
ち
『
李
審
言
文
集
』
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
六
月
所
收
、

頁
一
〇
）
に
至
っ
て
よ
う
や
く
現
れ
、李
氏
も
『
漢
書
』
蘇
武
傳
を
引
く
。
こ
の
『
刪
補
』

の
訓
詁
は
、
先
驅
性
に
お
い
て
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

【
附
記
】

　

校
正
中
に
魯
耀
翰
氏
が
韓
國
に
お
け
る
『
選
賦
抄
評
註
解
刪
補
』
現
藏
情
況
の
詳
細
な
表

を
作
成
し
惠
寄
下
さ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
各
收
藏
機
關
の
版
本
の
總
所
藏
は
一
九
八
點

（
う
ち
寫
本
は
十
八
點
）
の
多
き
に
及
ん
で
い
た
（
殘
缺
本
も
含
む
）。
魯
氏
の
種
々
の
御
敎

示
に
篤
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
立
命
館
大
學

學
部
特
任
敎
授
）


